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和佐田 裕昭 

地域科学部 
教授   

担当：インターネットによる
在宅研究支援システム 

清島 真理子 

医学部研究科 
教授   

担当：学童・病児保育、研究
補助員配置制度 

  

夫馬 佳代子 

教育学部 
教授 

担当：学童保育、男女共同参画
関連授業 

担当：シンポジウム、セミナー 

田中 逸夫 

応用生物科学部 
教授   

担当：サイエンス夢追い人育成
プロジェクト 

西尾 彰泰 

  
担当：メンター制度 

殿崎 雅弘 

人材開発部長 

  
担当：制度の構築 

担当：コーディネー
ト、各種相談対応 

担当：総括、地域連携 

カモミール・カフェとは？ 
場所：大学会館２階（生協前） 
 
時間：平日 9：00－17：00 
 
★男女共同参画や子育て・介護、キャリ 
 アパスに関する図書やＤＶＤ、資料の 
 閲覧、貸出 
 
★キャリアガイダンスや各種セミナー開催 
 
★ワーク・ライフ・バランスに 
 関する相談窓口 

関連図書を各種取り揃えて

います。図書一覧は男女共

同参画推進室ＨＰでご覧い

ただけます。 

専従スタッフが常駐し、対応し
ます。教員、職員、学生の方は 
お気軽にご利用ください！ 

カフェと言っても、喫茶店では
ありません (^^ゞ 
“交流の場”です。 

▲カモミール・カフェ外観 

  男女共同参画推進室の新たなチャレンジ 
                             男女共同参画推進室長 
                                  林 正子 
 
  新年度新学期の幕開け、皆さん、充実した日々をお過ごしのことでしょう。 
 開設4年目を迎えた男女共同参画推進室も、新体制での活動を開始しました。5学部・

保健管理センター・特任の教員及び人材開発部長から成る室員メンバーと、各室員の主 

な担当は次のとおりです。「岐阜大学男女共同参画行動計画」に則ったさまざまな取り組

み、ご利用いただける制度等、引き続きニューズレター「かもみーる通信」でご紹介して

まいります。一人ひとりの構成員が、「性別に関わりなく個性を尊重し能力を発揮できる

大学」の実現をめざして、新たなチャレンジ！ 皆さんのご支援、ご協力、どうぞよろし

くお願いします。 

 

男女共同参画推進室 
紹介 
 
人財バンク 
  
インターネットによ
る在宅研究支援シス
テム 
 
学内保育園便り 
「卒園式」  

 トピックス 



No. 専門 学位 業務内容 経験・資格 希望時間 希望頻度

1 有機化学 学士
実験・実習の補助
データの整理

パソコンでの資料作成（Word・Excel）
その他　　顕微鏡操作、各種分析

平日の日中６時間以内 週４日以内

2 金属工学，材料工学 博士(工学)
実験・実習の補助
データの整理

パソコンでの資料作成　文献調査　英語　統計・解析
その他  　顕微鏡操作、各種分析、素材・材料加工
　　　　　   電子顕微鏡

フルタイム 週５日以内

3 心理学 修士
実験・実習の補助
データの整理
その他（秘書業務）

パソコンでの資料作成　英語
その他　 日本語ワープロ検定試験２級(Word2007)
　　　　　  MOSスペシャリスト２００３、心理学実験

平日の日中５時間以内
（９時～１５時を希望）

週１～３日程度
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「人財バンク」をご活用ください 

・学内研究者の方は、男女を問わず利用できます。 

・登録者には、大学で専門的な学問を修め（例：工学、農学、教育学、心理学等）、各種 

   企業等で経験を積まれた方が登録されています。 

 男女共同参画推進室では、「女性研究者支援のための岐阜大学人財バンク」を運用しています。 

人財バンクは、研究補助員等を求める求人者（学内研究者）からの人材照会に速やかに応じるととも

に、研究を中断している女性研究者が研究補助員等としてその専門性を活かして再チャレンジできる

よう支援することを目的としています。学内研究者の方は、本人財バンクの利用によって、研究支援

者を素早く見つけることが可能になります。ぜひご活用ください。 

人財バンク利用イメージ 

利用方法： 

① 岐阜大学男女共同参画推進室HPから「取り組み」→「人財バンク」のページへ 

② 「人財バンク利用申込書」に必要事項を記入 

③ 利用申込書を男女共同参画推進室までメールまたはFAXで送付 

④ 人財バンクリスト（登録者一覧）の中から研究支援者候補を選定 

＊人財バンクリストは原則として男女共同参画推進室での閲覧 をお願いします。 

⑤ 研究支援者候補との面接を実施 

＊候補者との面接実施に関わる諸連絡についてはご自身でお願いします。 

⑥ 人財バンク経過報告書を提出 

【 登録者 一覧 （掲載例） 】  

・・・ 

・・・ 

・・・ 
・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

※ここに掲載したものは実際の登録者とは異なります。登録者については男女    
    共同参画推進室ＨＰからご確認ください（学内限定）。 
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 平成24年4月から、インターネットによる在宅研究支援システム（テレワークシステム）を運用して

います。本システムは、学外からＶＰＮ接続を利用して学内専用ＨＰにアクセスできるようにすること

で、出産や育児、介護等により研究時間の確保が困難な女性研究者に対し、育児等と研究の両立を支援

することを目的にするものです。 

 

  

 

 

インターネットによる在宅研究支援システムが利用できます 

利用対象者：本学に雇用される研究者で次のいずれかに該当する者 

（１）小学校６年生までの子どもをもつ女性研究者 

（２）妊娠中の体調不良により、研究活動等の遂行に支障がある女性 

（３）研究者産前産後休暇、育児休業中の女性研究者 

（４）市町村から要介護、要支援、障害者の認定を受けている親族について、 

   主たる介護・看護者が申込者自身である女性研究者 

（５）男性研究者の場合は、育児や介護等を行う意思を持ち、かつ配偶者が 

  （１）または（３）、（４）に該当する大学等の研究者である者 

（６）その他、男女共同参画推進室長が認める者 

＊本制度は、産前産後休暇、育児休業中の方に当該期間における研究を強いるものではありませ

ん。利用については、体調に配慮をしながら無理のない範囲でご利用ください。 

平成25年度からは、介護に従事する女性研究者および一部の男性研究者も 

利用できるようになりました 

利用申込みは、随時受付中 

 利用希望者は、上記の利用対象者に当てはまることを確認のうえ、男女共同参画推進室ＨＰか

ら「テレワークシステムによる在宅研究支援」に進み「インターネットによる在宅研究支援シス

テム（テレワークシステム）利用申込書」をダウンロードし、必要事項を記入して、男女共同参

画推進室に提出してください。 

 利用申込書を提出された方に対し、男女共同参画推進室においてセキュリティに関する説明を

行ったうえで、ＩＤとパスワードを発行します。ＩＤおよびパスワードは、男女共同参画推進室

で本人が直接受け取ることを原則としています。 

利用者の声 

論文検索を家で出来るのが、有効だった。 

使い方がよく分かりませんでした。 

【推進室より一言】 
いつでも、デモにより使い方の説明を
いたしますので、お気軽にご連絡くだ
さい。 
是非、ご活用いただければと思いま
す。 
 



園児・職員が拍手で花道を歩く卒園児をお出迎え 
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岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/̃sankaku/ 
〒501-1193 岐阜市柳戸1-1  Tel：058-293-3378 Fax：058-293-3396  Ｅ-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

  学内保育園 
「ほほえみ」  

 平成25年３月26日（火）、学内保育園「ほほえみ」で平成24年度卒園式が行われ、2名が

巣立っていきました。 

４月からは小学
生。 
元気に行ってらっ
しゃい！ 
保育園にも遊びに
来てね☆ 

担任の尾藤先生。終始うるうる ▲ 

卒 
園 

お め で と 
う 

殿崎人材開発部長のお話もしっかり聞けました！ 

在園児からお別れのうたのプレゼント♪ 春日園長から卒園証書 授与 

みんな、 
ありがとう☆ 
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